
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スマイルレターは子育て中のお父さん★お母さんを応援する読書案内誌です 
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今回のテーマは 

 

 

 

こどもを守る 



BA369.27『病気をもつ子どもと家族のための 

「おうちで暮らす」ガイドブックＱ＆Ａ』 

岡野恵里香／編著 メディカ出版 2016 

  

    

医療的ケア・サポートが必要な子どもとの生活のヒントが書かれ

た本です。医療品や外出時のこと、生活費や医療費、緊急時の準備・

対応など、先輩パパ・ママの経験を元にアドバイスや選択肢を示し

てくれます。悩みの多いパパ・ママの心強い味方となってくれる 

一冊です。 

BA379 Ｋ１-36／金『子育てガイド』 

相模原市こども・若者未来局こども家庭課／編  相模原市 年刊 

  

    

各種手当・助成金の種類や問い合わせ先、休日や夜間の急病時の相模原の

救急センターはどこか、子どものことで相談したい時の窓口は…？これらの

疑問に答えてくれるのが、毎年発行されているこのガイドブックです。 

保育所や幼稚園の情報のほか、子どもの遊び場や支援センターの紹介もして

います。Ｋ1-36／金は、貸出のできない閲覧用として調べものコーナーで

ご用意しています。こどものほんのコーナーには配布用もあります。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

BA599／赤『各分野の専門家が伝える 

子どもを守るために知っておきたいこと』 

宋美玄／（他）著 メタモル出版 2016 

BA493.92／白『子どもの危険な病気のサインがわかる本』 

松永正訓／著 講談社 2016 

BA493.98『「きたない子育て」はいいことだらけ！』 

ブレット・フィンレー、マリー＝クレア・アリエッタ／著 

  プレジデント社 2017 

０～６歳児を対象にした、子どもの重大な病気のサインに気づく

ための本です。“体を「く」の字にする腹痛”“聞きなれない咳を

する”などのサインごとに考えられる危険な病気や、よくある発熱

や風邪について知るための章、自宅でできるケアなど、迷ったとき

に参考になる診断ポイントが記されています。小さい子どもは自分

の症状がうまく大人に伝えられません。症状を見逃さずに、リスク

を最小限に抑えてあげたいですね。 

 
子どもの口に入るもの、生活環境、手洗いうがいなどには特に気を 

つけているパパ・ママが多いのではないでしょうか。本書では、適度に

微生物に触れることが腸内環境を豊かにし子どもを強くする、と提唱 

しています。“食器は適当に洗う”“犬のよだれはアレルギー予防” 

“虫に触ってもすぐ手を洗わない”など、極端な育児法に感じるかも 

しれませんが、清潔すぎるライフスタイルが子どもを守っているとは 

限らないのでは？と考えさせられる一冊です。 

誰しも、子どもは健やかに真っすぐ育ってほしいと思うもの。こころもからだも 

発育途上の子どもたちを守るために、大人ができることとは何でしょうか？ 

ここにご紹介する本に、ヒントがあるかもしれません。 

インターネットやマスコミによる雑多な情報があふれた現代におい

て、本当に正しい知識を選ぶことはかえって難しいのかもしれません。

そこで本書では、各分野の専門家が、間違った噂には反論し本当に 

子どものためになる知識・情報の選び方をわかりやすく伝えています。 

BA369.3『子どもを守る防災手帖』 

ＭＡＭＡ－ＰＬＵＧ／編著 ＫＡＤＯＫＡＷＡ 2016 

地震・台風・水害などが、日本各地で頻発しています。実際に 

災害が降りかかってきたときに、子連れでどう対処すればよいので

しょう。大震災を経験したママの目線で、必要な対策、困った体験

談、家族との連絡方法など、具体的な内容が読みやすくまとめられ

ています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

316.1『子どもの人権をまもるために』 

木村草太／編 内田良／（他）著 晶文社 2018 

虐待、貧困、保育士・保育所不足…これらは子ども

に対する「人権侵害」であり、この困難から子どもを

守るべく大人はどう支えればよいのか、と問う論考集

です。児童相談所や里親制度など、子どもを守るため

の法律・制度も紹介しています。 

Ｊ36『考えよう！子どもの貧困』 

     ＰＨＰ研究所 2017 

 「子どもの貧困」とはどういう状態に子どもが

置かれていることをいうのか、イラストや表でわ

かりやすく解説します。小学校中学年以上向けに

書かれているので、お子さんと一緒に読んでみて

はいかがでしょう。 

Ｒ369／白書『子ども白書』 

日本子どもを守る会／編 本の泉社 年刊 

 日本の子どもをめぐる現状を詳細に分析し、全国各地

の取り組みを紹介する白書です。毎年出版されていて、

2017 年版は「改憲は子どもに何をもたらすか〜児童憲

章の再発見〜」を特集します。調べものコーナーにあり、

貸出はできませんのでご注意ください。 

このほかにも、相模原市では「赤ちゃんのためのブックリスト」を作成し 

ホームページでご案内しています。 

http://www.city.sagamihara.kanagawa.jp/kurashi/kosodate/jyoho/booklist/index.html  

「赤ちゃんのためのブックリスト」は「子育てガイド」にも掲載しています。 

「子育てガイド」は、こどものほんのコーナーに配布用がありますので、是非ご覧ください。 


